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Ⅰ　基本情報

Ⅱ　令和３年度管理業務等の検証

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

業務の範囲

指定管理者評価シート

事業名 札幌市あかしあ学園管理業務 所管課（電話番号） 保）障がい保健福祉部障がい福祉課（211-2938）

　定例会議での法
人の倫理綱領の読
み合わせや、毎日
の打合せでの平等
利用取り組みの確
認を徹底した。

目的

指定単位
施設数：１

複数施設を一括指定の場合、その理由：

指定期間

施設数：１

1　業務の要求水準達成度

　さっぽろ障がい者プラン２０１８に掲げられている「障が
いのある人もない人も、市民誰もが互いに人格と個性を
尊重し支え合う共生社会の実現」という基本理念のもと、
計画目標の一つである「地域生活を支えるためのサービ
ス提供基盤の一層の充実」「公共の施設として透明性の
高い管理運営」の達成に向けて､家族や地域住民、関係
機関等がより良好になるように運営に努めた。
　また、設置目的である「社会生活・職場生活などそれぞ
れの生活の場で社会的に自立できるよう援助すること」
を念頭に置き、「利用者のニーズをしっかりと受け止めた
個別支援計画の作成」をし、利用者の日常生活と社会生
活能力、働く意欲と技能の向上に努めた。
　さらに、それに基づき「自己決定能力や自己選択能力
を向上して自己実現を果たす」という方針を策定した。

▽　平等利用に係る方針等の策定と取組実績

　札幌市あかしあ学園管理業務仕様書において平等利
用の確保に向けて方針を策定し､以下の内容の取り組み
を実施した。

開設時期

１　施設の概要

名称

923.22㎡昭和60年6月1日 延床面積

札幌市あかしあ学園 所在地 札幌市東区北17条東5丁目2-1

実施状況

募集方法

生活介護事業・就労継続支援Ｂ型事業

▽　管理運営に係る基本方針の策定

非公募の場合、その理由：管理期間中の管理が良好に行われていると認められたことから、札幌
市福祉施設条例第１３条第２項の規定に基づき非公募とした。

統括管理、施設・設備の維持及び管理、事業の計画及び実施、施設の利用等に関する業務

所管局の評価

・基本方針に則
り、適正に管理運
営がなされてい
る。
・高等養護学校か
らの職場実習、大
学や短期大学、
専門学校からの
保育実習の受け
入れ、家族、学校
関係者からの施
設利用の相談や
見学に積極的に
対応している点は
評価できる。

社会福祉法人　北海道社会福祉事業団

平成30年(2018年)4月1日～令和５年（2023）3月31日

（１）統括管
理業務

複数施設を一括評価の場合、その理由：

指定管理者
の自己評価

名称

３　評価単位

項　目

利用する方が「社会生活・職場生活などそれぞれの生活の場で社会的に自立できるよう援助すること」を目的とする

作業室、静養室、相談室、食堂、職員室、資材室、利用者更衣室、利用者休憩室

非公募

・当法人で策定した「倫理綱領」の読み合わせを月初め
の打合せで行い、意識の醸成を図った。

２　指定管理者

事業概要

主要施設

  さっぽろ障がい者
プラン２０１８の計画
目標や札幌市あか
しあ学園の設置目
的を基本とする方
針を策定し、利用者
個々人のニーズに
合わせ個別支援計
画を作成して、それ
に沿った自己決
定、自己実現を目
指すサービスの提
供ができた。
　運営協議会で運
営における基本方
針を書面により伝
達し、家族や関係
者の理解を図った。
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　札幌市環境マネ
ジメントシステムに
基づき適切な管理
を行った。職員の私
物ごみを各自持ち
帰ることで、環境へ
の配慮や経費削減
に努めた。

　職員の採用については法人が随時、職員採用試験(登
用、新規)を実施して、より広く優秀な人材確保に努め、
採用された新規職員に対しては新任研修を実施してそ
の育成に努めた。

　また、提供する福祉サービスの向上のため人事考課制
度を導入して人材育成を図った。人事考課を行う管理職
については、そのための考課者研修を行った。それぞれ
の職員のスキルを高めるために、職員研修を事業所内、
法人内(階層別等)、外部研修とそのニーズに合わせて実
施した。

　当法人処務規
程、人事考課規程
等を遵守すること、
業務分掌に基づい
て管理、運営､組織
の確立に努めるこ
とができた。
　職員に対し、支援
技術の向上や倫理
観の醸成を目的
に、法人主催や事
業所内、さらに外部
研修に参加し育成
に努めた。

　節電対策について利用者の活動に支障のない範囲
で、使用していない場所の消灯の徹底を図った。利用者
退勤後は必要最小限の照明で業務を行った。

　できる限りごみはリサイクルに出して減量化に努め、職
員の出したごみに対しては持ち帰りを徹底した。
　また、空き缶ペットボトルは業者に出すことで作業収入
とした。

　夏場の空調温度については、利用者にも協力していた
だき、28度設定に保っていた。

　法人の組織図、事業所の職、職務、処務規程で管理者
の責任を明確にした。管理者は日常的に活動場面に入
ることで、支援が利用者に対して適切に行われている
か、組織としてスムーズに機能しているか常に確認した。
事業所内においては業務分掌を作成し、それぞれの職
員の役割、責任を明確にした。

・半期に一度、学園長及び副学園長は職員に対して虐
待防止用のペーパーテストを基に、利用者対応や仕事
に対しての悩み等について定期的な面談を行っている。

・札幌市あかしあ学園の新規利用を希望する方が、平等
に利用検討・決定を行うために利用者検討委員会を設
置した。

▽　地球温暖化対策及び環境配慮の推進

・利用者権利擁護と苦情に対して、中立・公正な立場で
指導を行う機関として、第三者委員を設置、運営協議
会・虐待防止委員会を開催し、利用者の権利擁護に努
めた。

　また、外部委員を
含めた虐待防止委
員会の他に、当園
内部組織としての
虐待防止委員会を
年２回開催し、身体
拘束適正化検討委
員会を年１回実施し
た。
　その結果、公平で
平等なサービス提
供ができた。
　市内の高等支援
学校生徒・家族の
見学及び２名の実
習を受け入れた。
　市内大学､専門学
校４校より４名の学
生の実習を受け入
れた。
　ボランティアの受
け入れについて
は、感染症感染拡
大防止の為、「ふれ
あいいきいきサロ
ン」や「あかしあ喫
茶」といった行事
や、工芸作業等で
の受け入れは行わ
なかった。

・高等養護学校からの職場実習、大学や短期大学、専門
学校からのソーシャルワーク実習、基礎保育実習の受け
入れのための方針を策定して、できる限りの実習受け入
れを行った。また、家族、学校関係者からの施設利用の
相談や見学についても積極的に受け入れた。

・毎日の打合せの中で、平等利用に関する項目（1・利用
者さんを「さん」付けで呼ぶ。2・利用者さんの良い所を見
つける。）を確認して、利用者に対して平等利用の意識を
常に持ちながら支援が行えるようにし、業務日誌に記録
した。管理者はその記録を確認し、平等利用に関する管
理監督を行った。

・地域の方々の活動の場として、当施設を活用できるよう
に方針を策定したが、新型コロナウイルス感染症の感染
拡大防止の為、地域活動は実施されず、ボランティア活
動の受け入れは自粛しました。

▽　管理運営組織の確立（責任者の配置、組織整備、従
事者の確保・配置、人材育成）
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・施設利用における満足度調査の結
果について
・令和３年度　業務運営状況について
・虐待防止に対する取り組み状況に
ついて

＜協議会メンバー＞

　今後も適正な取り
組みを継続する。

　苦情等の申し立
ては無かった。
　今後についても利
用者の権利擁護を
遵守し適正な支援
に努めていく。

　利用者の個々の状況については、毎日の引き継ぎや
打合せ等で職員間で報告・周知を行って情報の共有を
図った。

▽　管理水準の維持向上に向けた取組

▽　第三者に対する委託業務等の管理（業務の適正確
保、受託者への適切監督、履行確認）

開催日

▽　要望・苦情対応

▽　札幌市及び関係機関との連絡調整（運営協議会等
の開催）

　利用者状況の把
握については、ケー
ス会議や日頃の打
合せ等で状況や対
応について情報を
共有し、より適切な
支援の提供を行っ
た。

　個別支援計画に基づいた個人のニーズに即したサー
ビスが実施できているか会議等で確認し、管理者やサー
ビス管理責任者が活動状況を直接確認することでより良
い支援の提供に努めた。

　利用者からの苦情や要望については、札幌市あかしあ
学園苦情解決取り扱い要項、及びあかしあ学園第三者
委員運営要領を策定してその要項等に沿って対応した。
　施設内に苦情受付箱や苦情受付担当者を配置して、
利用者や家族等からの苦情や要望に適切に対応する体
制を整えた。運営協議会等でいただいた意見に対して
も、実現可能なものから検討し、各活動内容の参考にし
た。

書面会議
（２月）

　あかしあ学園諸規程や各種マニュアルに沿った、適切
なサ－ビスが行われているか確認し､ヒヤリハット事例等
を検証することで管理水準の維持・向上に努めた。

協議・報告内容

　資金管理については、日々法人の経理規程にのっとり
経理区分毎に経理業務を実施した。管理者が最終チェッ
クを行い、適正な経理業務の遂行に努めた。
　また、法人の監事監査、内部業務監査、会計監査、札
幌市の業務検査・財務検査を実施した。

　消防の設備点検、エレベーターの保守点検、機械警
備、冬期の避難路、駐車場の除排雪等の業務を第三者
に対して委託したが、適切に業務が遂行されていた。

▽　財務（資金管理、現金の適正管理）

札幌市障がい福祉課運営指導係　係長
札幌市東区社会福祉協議会　事務局長
北光地区福祉のまち推進センター　事務局長
札幌市豊明高等養護学校　学校長
札幌市あかしあ学園利用者代表2名
札幌市あかしあ学園利用者家族代表2名
札幌市あかしあ学園　学園長、副学園長、主査

　今後も継続した取
り組みを実施してい
く。

　新型コロナウイル
ス感染症の感染拡
大予防の為、書面
会議で実施した。満
足度調査の結果や
運営状況について
報告した。
　日頃から情報を発
信して、正確な情報
の提供に努めた。
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Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

　今後も継続した取
り組みを実施してい
く。
　各マニュアルにつ
いては、適宜見直し
を行い、より適切な
対応ができるように
留意した。
　特に施設の防犯
については、施錠
の徹底等を図り､利
用者の出勤・退勤
の際は玄関にて職
員が見守ることで
安全に配慮した。

　防犯については、利用者出勤・退勤時は職員が玄関で
見守りを行い、それ以外の時間は施錠の徹底を図った。
　
　地域住民によるボランティア活動の受け入れについて
は、新型コロナウイルス感染症の感染拡大予防の為、受
け入れについては自粛する事とした。
　市民サービスの向上については施設周辺や近隣の公
園等の散策を兼ねてごみ拾い等を行い配慮した。
　保険の加入については、社会福祉事業者総合保険に
加入して、利用者の不慮の事故等に備えている。

　令和３年度は、登用採用試験制度を実施し、非正規職
員からの登用に力を入れた。また、カムバック制度を周
知し人材確保に努めた。

　今後も適正な取り
組みを継続する。
　本年も昨年に引き
続き法人としてスト
レスチェックの取り
組みを実施した。

　利用者の状況に
ついて､日々情報を
確認､共有すること
で、統一した支援を
展開できた。
　個別支援計画に
おいては、例年家
族面談を実施し本
人・家族のニーズ
の把握の他、家庭
での様子の聞き取
りを行っていたが、
前年度に続き、コロ
ナウイルス感染症
の対策もあり個別
面談は実施しな
かった。

　日々の利用者の状況はパソコンランディスクにおいて、
個別や活動毎に毎日記録した。内容は各担当者が記載
して、サービス管理責任者が適時確認した。

　個人記録については月毎に紙ベースで提出し、管理者
まで確認・決裁、他の活動記録も同様に確認・決裁を
行った。

　個別支援計画の作成については、利用者のニーズ調
査や家族面談を通し、より詳しいアセスメントを心がけ、
利用者個々のストレングスに着目した計画の作成に努め
た。作成した個別支援計画については、ケースカンファレ
ンスやモニタリングを通して､計画に沿った支援が実践で
きているか検証した。

▽　労働関係法令遵守、雇用環境維持向上

　職員のメンタルヘルスについては、研修会参加や日々
の職員の状況等把握に努め配慮した。法人として労働
安全衛生法に基づき職員に対してストレスチェックを行
い、職員自身のストレスの気づき、その対処の支援、職
場環境の改善・管理に努めた。

　業務計画を作成して各活動について具体的に計画をた
て、年度末に総括し、事業報告を作成した。
　それぞれの情報についてはパソコンネットワークを通し
て職員間で共有し、日々の打合せや会議等で利用者状
況の把握に努めた。
　保管については全ての情報を事務室管理として、施錠
可能な所定のロッカーにて保管した。
　札幌市による業務検査・財務検査では、１・重要事項説
明書の職員配置数の誤記修正と、非常災害対策計画の
内容について見直しを図ることの口頭指導を受けた。

▽　記録・モニタリング・報告・評価（記録、セルフモニタリ
ングの実施、事業報告、札幌市の検査等への対応、自
己評価の実施）

（２）労働関
係法令遵
守、雇用環
境維持向上

　また、感染症対策やリスクマネジメント等の研修に参加
して、適時、マニュアル等の検証を行った。

（3）施設・設
備等の維持
管理業務

　感染症予防のため、各ウイルス・感染症予防のための
マニュアルを策定して、利用者が健康に利用できるよう
に配慮した。

　利用者の安全確保については「危機管理要綱」「リスク
マネジメント実施要項」等を定め、利用者が安全に活動
に参加できるように配慮した。

▽　総括的事項（利用者の安全確保、市民サービス向上
への配慮、連絡体制確保、保険加入）

　法人が作成している就業規則において、法人内の各事
業所で勤務する職員の労働条件や就業規則等を定め、
変更になった場合は速やかに届出を行った。

・仕様書に基づ
き、適正に施設の
維持管理がなさ
れている。

・仕様書に基づ
き、適正に施設の
維持管理がなさ
れている。
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Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

▼

（１）

（２）

▼

（１）

（２）

▽　施設・設備等の維持管理（清掃、警備、保守点検、
修繕、備品管理、駐車場管理、緑地管理等）

　 清掃業務については仕様書に提示されている水準に
達するように適切に清掃を実施した。特に感染症予防対
策として、入園時の手指消毒やドアノブ、手すり等の消
毒は毎日実施した。

創 作 活 動

生 産 活 動

　また、防火管理者を選任して、利用者の安全確保のた
め防火､防災管理の徹底を図った。

　隔週１回実施して、施設内の装飾品作りや知的障が
い福祉協会が主催する作品展等への出品のための製
作を行い、作品作りを行ってより楽しみや目標を持てる
活動内容に留意した。

農 園 活 動

　なお、工賃の支給については上記の生産活動にお
ける事業収入から必要経費を差し引いた額に相当す
る金額を工賃として、生産活動に従事している利用者
に還元した。

（4）事業の計
画・実施業務

▽　生活介護事業（定員30名）

　作業活動に伴って排出される段ボールについては資源
ごみ回収に出しており、飲み物の缶やペットボトル等はリ
サイクル業者に出した。

　防災計画を策定して、年４回の消防訓練を実施した。
内2回は同一の建物にあるみかほ整肢園との合同避難
訓練として実施した。

　地域において安定した生活を営むため、介護や
日常生活上の支援を行った。

　作業内容としてはパンフレットの封入作業、箱の組み
立て作業、海苔やお茶漬け等の袋・箱入れ作業等の
受託作業、絞り染めを中心とした工芸作業を行った。

▽　防災

　軽作業活動を通して、作業技能の向上、活動を通し
ての達成感が得られるように支援した。作業内容とし
ては利用者個々人の意志や適正に応じて配慮を行っ
た。

　利用者の状況に応じて適切な技術を持って食事・整
容・更衣・排泄等生活全般にわたり支援した。

　機械警備の関係で､同一の建物内にあるみかほ整肢
園とセキュリティ操作や開館時、閉館時の開錠、施錠等
協議・連携の上、適切に実施した。利用者等の安全確保
のために、建物内外の定期的な見回りを実施して破損
箇所等がないかの点検を行った。

介 護

　生活介護事業利用者に対して、作業以外の活
動の拡がりを持てるように創作活動や農園活動を
提供した。

　5月から10月まで、敷地内の畑にて、じゃがいも、ミニ
トマト、ナス等の野菜の栽培を行った。種や苗から作
物を育て、収穫時期には活動の成果として収穫祭を企
画した。栽培した野菜を調理して、皆で味わい、栽培の
楽しさや収穫の喜びを得られる機会となった。

・利用者個々人の
適性に応じたきめ
細かい配慮により
サービスが提供さ
れている点は評
価できる。
・就労継続支援Ｂ
型事業において、
積極的に施設外
就労支援を行うこ
とにより、利用者
の更なる就労意
欲、作業技術の
向上を図っている
点は評価できる。

　作業活動やその
他の活動を実施す
ることで､利用者の
生活の幅が拡が
り、安定した生活リ
ズムの構築に努め
ることができた。
　また、各活動を通
して利用者と職員
の信頼関係構築を
図ることができた。

工芸作業では新製
品の開発､販路方
法や販売委託製品
の見直しを行い売
上げの向上に努め
た。

　今後もみかほ整
肢園と連携しなが
ら、防災に対する取
り組みを継続する。

　今後も要求水準を
満たせるように取り
組みを継続してい
く。
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様式3-1

▼

（１）

（２）

▼

▼

▼

（１）

（２）

　利用者の障がい
状況や家庭状況、
要望等を的確にと
らえるために面談を
行った。的確なアセ
スメントに努め、利
用者の持つストレン
グスを活かせるよう
な個別支援計画を
作成した。
　各種活動に関して
は、新型コロナウイ
ルス感染症の感染
拡大状況に合わせ
て、活動内容を調
整し、季節や年中
行事等を反映させ
た企画を実施し、利
用者も楽しんでい
た。外出活動は特
に利用者から好評
を得ているため、市
内の新型コロナウ
イルスの感染状況
に留意しながら年
に１度の外出機会
を確保した。今後も
利用者の希望に
添って活動の提供
を行っていく。

健 康 活 動 等 日 中 活 動

▽　生活介護事業・就労継続支援B型共通事業

　健康維持・増進やダイエットを目的として、隔週１回、
園内の食堂を利用して、スポレク活動を実施した。な
お、市内の体育館や大友恵愛園のホールでの軽運動
活動については、新型コロナウイルス感染症の感染対
策の為、自粛した。また、利用者のサークル活動であ
るフラダンス活動に関しては、外部講師の受け入れは
自粛し、ダンスDVDを上映しながらの自主練習を毎月
２回実施した。

　お盆期間には園内でのスポーツレク、カラオケ等の
余暇活動や、各種フロートの喫茶を提供した。また、新
型コロナウイルス感染症の感染予防の為、節分の豆
まき活動は自粛し、クイズの貼り出しやお菓子を配っ
た。

健 康 に 関 す る 活 動

　サービス等利用計画に沿い、エンパワーメント
の視点に立った個別支援計画の作成を行った。
また、利用者や家族の希望や意向を踏まえ、生
活状況等を事前に把握することを徹底した。作成
した支援計画は本人の同意を得た上で、計画の
内容に沿ったサービスの提供に努めた。

　なお、工賃の支給については下記の生産活動
における作業収入から必要経費を差し引いた額
を工賃として利用者に還元した。

作 業 内 容

▼

　就労に必要な知識及び能力向上のために必要
な訓練を行い、その他の便宜を適切かつ効果的
に行った。

　他施設（もなみ学園）や近隣公園（麻生公園）の清掃
作業、厨房での食器洗浄作業（大友恵愛園）　、チラシ
や広報誌の配布作業

施 設 外 就 労

　パンフレットの封入作業、箱の組み立て作業、海苔
やお茶漬けの袋・箱入れ作業等の受託作業、施設内
の清掃作業、リサイクル作業（空き缶回収等）

　利用者の状況に応じ、公共安定職業所、障がい
者就労・生活支援センター等の関係機関と連携し
て情報収集に努めた。積極的に施設外就労支援
を行うことで､更なる就労意欲、作業技術の向上を
図った。

　生産活動の機会を通して、就労にかかわる知識
及び 技術の向上を図れるように、利用者個々人
の適性に合わせ配慮し以下の生産活動の機会を
提供した。

実 習 及 び 就 職 活 動

個 別 支 援 計 画 の 作 成

訓練

レクリェーション活動

▽　就労継続支援B型事業（定員20名）

　作業活動の充実
を図るため、受託作
業では新規取引
先・作業の受託に
取り組んだ。作業活
動においては利用
者個々人の意志や
適性に応じて作業
内容､工程等を調整
して支援した。
　パンフレットの封
入、箱の組み立て
作業、海苔やお茶
漬け等の袋・箱入
れ作業等様々な仕
事を受注して作業
確保と工賃の向上
に努め、昨年以上
の平均工賃となっ
た。
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（３）

（４）

▼

▼

▼

　また、ショートステ
イやグループホー
ム、送迎サービス
等の利用希望が増
えてきており、都
度、相談支援事業
所並びにサービス
提供機関と連携し、
スムーズにサービ
ス利用が出来る様
に調整した。

　家族向け広報誌（活動便り）を２か月毎に発行した。ま
た、ホームページ等を利用し、ご家族等への情報提供に
努めた。

送 迎

　自力で通所できない利用者や家族での送迎が
難しい利用者については、利用者や家族と相談
の上実施した。
　なお、令和３年度は送迎４便体制で行った。

　北海道知的障がい福祉協会、札幌市知的障がい福祉
協会の会員として、研修会等に参加して情報収集に努め
た。札幌市東区自立支援ネットワークに関しては、議題
の内容に合わせ参加検討し、近隣地域の他事業所と連
携して情報共有を図った。

　あかしあ学園に相談窓口を設けており、施設利用や障
がい福祉サービスに関する相談に応じた。
　また、内容に応じて行政機関や他事業所とも連携し、
相談者のニーズに応えた。

　今後も積極的に
知的障がい福祉協
会や東区自立支援
ネットワーク等の研
修に参加して情報
収集に努めていく。

　月に1回、地域ボランティア団体によるサロンの開催を
予定していたが、新型コロナウイルス感染症の感染拡大
予防の為、ボランティア団体と協議し、活動は自粛した。
また、夏まつりに関しても、感染症の感染拡大状況を考
慮し、自粛する事とした。
工芸作業でのボランティア受け入れに関しても自粛し
た。

健 康 管 理

▽　あかしあ学園利用者に関する相談業務

健康診断を年に1回、嘱託医による健診を年に１
回実施し、その他の必要な管理、記録を行った。

社 会 参 加 活 動

　利用者の自治会活動が適切かつ円滑に運営できる
ように支援した。親睦会行事の新年会や、納会、季節
にちなんだ行事運営についても支援を行ったが、日帰
り旅行及び夏祭りに関しては、新型コロナウイルス感
染症の感染拡大防止の為、自粛した。

利 用 者 親 睦 会 活 動

　利用者の心身の状況や利用者及びその家族の
ニーズを把握して、充足されるように適切な相談、
助言、援助等を行った。

　ふれあいいきいき
サロンやあかしあ
喫茶に関しては、例
年、近隣住民や他
事業所からの参加
もあって、利用者か
らも好評を得ている
活動であるが、新
型コロナウイルス感
染症の感染拡大予
防の為、自粛してい
る。

　今後も取り組みを
継続して、適切な対
応に努める。

▽　障がい福祉に関する情報収集及び提供業務

▽　あかしあ学園に関する市民の自主活動及び交流の支援業務

　10月から11月までの期間は利用者の希望に合わせ
た外出活動として、札幌市内のレストランで昼食を取る
外出を実施した。
　また毎年実施している、日帰り旅行に関しては、新型
コロナウイルス感染症の感染拡大防止の為、自粛し
た。

　社会参加への機会を持つことで地域資源の活用や
地域の方々との関わりを通して、社会的ルールやマ
ナー等の理解を深める機会とした。

相 談 及 び 援 助
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Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

▼

▼

▽ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

▽

生活介護
事業

30名

7,260名

北海道社会福祉事業団のホームページ

R３実績

　個人情報掲載確
認を行っており、広
報誌に対するク
レーム等は見られ
なかった。

0名

242日

1名

242日

25.4名

新規利用

0名

▽　利用件数等

6,177名

R２実績 R３計画

0名

開所日数

　今後も契約業者
の開拓を行い、取
引先、受注作業の
獲得を図る。

・適正に事業を実
施している。

　今後も継続した取
り組みを実施してい
く。

▽　引継ぎ業務

２　自主事業その他

6,163名

20名

▽　広報業務

0名

（6）付随業務

242日

・施設外就労として清掃作業、ポスティング、食器洗浄作業、公
園清掃作業を受託しており３ヶ所で日々計１０名～１２名の利用
者が作業を行った。

・札幌市内、近郊の紙器加工業者等と契約し紙器加工、海苔や
お茶漬け等の袋・箱入れ作業、チラシ折り、パンフレットの封入、
シール貼り、ネイルパーツの封入等の受託を行った。

市内企業等の活用、福祉施策への配慮等　　　

　当事業所の自主事業ではないが、当法人にて東区北２２条東６丁目
においてさっぽろ地域生活支援センター（生活介護・就労継続B型、居
宅介護、共同生活援助、地域相談支援）を運営している。あかしあ学園
の利用者も自立した生活を送るため、さっぽろ地域生活支援センター
が運営するグループホーム４箇所から1０名の方が通っていた。

（前回から継続指定のため、引継業務なし）

1名

2名

242日 242日

「活動だより」は2か月毎に発行した。「あかしあだ
より」は年２回発行した。

4,682名

（http://www.dofukuji.or.jp/)に札幌市あかしあ学
園ホームページを作成しており、事業説明やサー
ビス内容・行事の様子等の情報を掲載した。

自主事業

（5）施設利用
に関する業
務

・高い利用率を維
持している点は評
価できる。

・各種広報媒体を
利用した活動は
評価できる。

延べ人数

人数／日

1名

19.3名

新規利用

延べ人数

施設の家族向け広報誌「活動だより」及び学園
機関紙「あかしあだより」

▽　利用促進の取組

就労継続
支援Ｂ型

事業

退所者数

4,840名

人数／日

0名

0名

18.6名

25.5名

1名

　高等支援学校からの現場実習や見学、相談事業所か
らの紹介による見学等を積極的に受け入れた。

242日

4,525名

  令和３年度は4月
に生活介護事業の
利用者が１名新規
に利用され、就労
継続支援Ｂ型事業
契約者22名､生活
介護事業契約者３
５名でのスタートと
なった。
　年度途中からは、
就労継続支援Ｂ型
事業の利用者が２
名、生活介護事業
の利用者が１名、
退所された為、就
労継続支援Ｂ型事
業が２０名、生活介
護事業が３４名と
なった。
就労継続支援Ｂ型
事業利用者（定員
20名）は1日当たり
の平均稼働率は
93.5%、生活介護事
業（定員30名）でも1
日当たりの平均利
用率は84.9%であっ
た。

退所者数

１名

開所日数

札幌市あかしあ学園
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▽ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

（１）対象者及び人数

 利用者又は家族５７名

　質問３　「学園を利用することで、日頃の生活の励みや
充実に繋がっていると感じますか。」

　「満足、やや満足」を合わせると、９１．５％の満足度と
なる。

　「満足、やや満足」を合わせると、８９．４％の満足度と
なる。

　回答者は４7名、
回収率は82.5%で
あった。

　「満足、やや満足」を合わせると、９１．５％の満足度と
なる。

実施方
法

結果概
要

　今年度も新型コロナウイルス感染症の感染対策の為、
例年実施している家族面談は実施出来なかった。送迎
サービスの利用希望者が増加している為、送迎車両を
一台増便し、ニーズに応えられるように改善している。ま
た、新型コロナウイルス感染症の感染予防の為、自主的
に通園を自粛される方もおられるので、個別ニーズに即
した例外的支援を実施している。
　身体状況の変化等も含め、今後の生活についての相
談が増えてきており、関係機関と連携しつつスムーズに
適切な相談先に繋がる様に助言している。

　質問２　「個別支援計画の作成やモニタリングは利用者
の方の要望や状況に応じて適切に行われていると思い
ますか」

　今回も「総合満足
度」と「職員の接遇
についての満足度」
の項目に分けて､そ
れぞれ5項目、合わ
せて10項目の調査
を実施した。なお、
昨年に引き続き、新
型コロナウイルス感
染症の感染対策に
関する設問も設け
ている。
　調査結果として
は、総合満足度に
ついて、「満足」「や
や満足」を合わせた
満足度は昨年を上
回り95.8%の評価を
いただき、接遇面に
ついての総合満足
度も93.6%と評価を
いただいた。日頃
の支援の積み重ね
が評価されたと心よ
り感謝をするととも
に、今後も適切な学
園運営に努めなけ
ればならない。

　他の質問項目を
見ても、若干の差
異はあるが、全項
目で「満足」「やや
満足」を合わせた満
足度は90%台と高い
評価であったが、
「不満」という回答
が若干名みられ、
丁寧な対応等、一
層気を付けていく必
要がある。
　利用者の今後の
生活に関する相談
事については、都
度、相談事業所と
連携し、情報を共有
している。親子
共々、加齢に伴うケ
アの必要性の高ま
りが見られてきてい

　質問１　「ご家族に利用者の方の情報は細やかに正確
に伝わっていますか。」

・要求水準を10％
以上超える満足
度であり、特に高
く評価できる。

　毎日の連絡ノートを通して、ご家族と利用者の方の状
況が情報共有できるように配慮している。また、定期的
に「活動便り」を発行し、活動の様子を伝え、学園で行わ
れている事を紹介している。今後も、細やかに利用者の
方の様子が伝わっていくよう、各種ツールを使用し日々
の情報発信を行っていきたいと考える。

調査票を各家庭に配布し、記入後学園へ提出した。

３　各質問項目の意見欄結果

（１） 当施設の総合満足度に関するアンケート

実施期間

（３）回収状況

令和３年１２月１０日～３年１２月２４日

（２）調査の方法

利用者アンケートの結果

回答者４７名（回収率８２．５％）

３　利用者の満足度
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（２） 職員の接遇についての満足度に関するアンケート

　「満足、やや満足」を合わせると、９３．６％の満足度と
なる。
　受容的な関わり方を基本に、個人の生活リズムや考え
方等を尊重するように配慮している。
　また、平等利用確保の取り組みチェック及び、サービス
向上の重点目標を毎日確認し、利用者のストレングスを
意識した支援を心掛けている。

　「満足、やや満足」を合わせると、９１．５％の満足度と
なる。

　質問６　「職員は利用者の方に適切な態度や言葉遣い
で接していますか。」

　質問５　「あかしあ学園の総合的な満足度はいかがで
すか。」

新型コロナウイルス感染症の感染予防の為、学園にお
ける感染対策は継続し、ご家庭における感染対策につ
いても引き続き協力をして頂いている。
なお、新型コロナウイルス感染症ワクチンの接種に関し
ても、接種促進に向け、情報提供並びに、予約の手伝い
等を行っている。
感染症が学園内で発症する事は無く、通常営業を継続
する事ができた。

　「満足、やや満足」を合わせると９５．８％の満足度とな
る。

新型コロナウイルス感染症と上手く付き合いながら、学
園を継続運営させていく事を目標とし、各種活動におい
ても、感染対策を行いながら活動内容を創意工夫し、安
心・安全で有意義な内容となるように取り組んでいる。
また、感染症への不安から、通園を自粛されている方も
おられるので、個別のニーズに合わせた例外的支援を
実施し、ご家庭での状況等を確認しながら、スムーズに
通園が再開できるように、関係作りに取り組んでいる。

　質問４　「新型コロナウイルス感染症の拡大防止に向
けた対策は充分に行われていると思いますか。」

　各種行事や活動は、充実した生活を送る上でも大切な
ので、新型コロナウイルス感染症の感染予防に取り組み
ながら、徐々に活動の幅を広げて行ける様に、創意工夫
しながら、実施している。

　質問７　「職員は利用者の方の気持ちの理解に努め、
個々の状況に合わせて対応していると思いますか。」

　「満足、やや満足」を合わせると、８９．４％の満足度と
なる。

　

　

る事もあり、入所施
設やグループホー
ムの問い合わせが
増えてきている。そ
の為、今まで以上
に関係機関と連携
を密に取りながら、
様々な相談ニーズ
に対応できるよう
に、ネットワークを
形成していく事が重
要となってきてい
る。

新型コロナウイルス
感染症の感染対策
は継続的に実施し
ており、ワクチンの
接種率が高まる様
に、情報提供並び
に、接種予約への
支援等、柔軟に対
応を行っている。現
在、当園における
感染者は出ておら
ず、通常運営を行う
事が出来ている。ま
た、新型コロナウイ
ルス感染症への感
染予防から、通園を
自粛されている利
用者もおり、例外的
支援を継続しなが
ら、通園の再開に
向けた支援を行っ
ている。
今後も事業所が継
続的に開所出来る
ように、感染対策を
充分に行っていくと
共に、状況に柔軟
に対応しつつ、必要
な支援を展開して
いく事が重要となっ
ている。

10



様式3-1

利用者
からの
意見・要
望とそ
の対応

　「満足、やや満足」を合わせると、９３．６％の満足度と
なり、総合満足度に引き続き高い評価を頂くことができ
た。

　日頃から個人情報の取り扱いには、十分に注意してい
る。
　関係機関へ個人情報を提供する場合には、都度、確認
を行い対応している。

　質問１０　「接遇に関する総合的な満足度はいかがで
すか。」

　全体的に利用者の障害支援区分は高まってきており、
ケアの必要性も高まってきている。必要な支援内容を検
討する為、定期的に職員間でミーティングを行い、個々
の状況に合わせ統一的な見解が持てるように心掛けて
いる。
　なお、各種研修会に積極的に参加し、職員の資質向上
に取り組んでいる。

　質問８　「職員はご家族が訪問したり、来所しやすい雰
囲気作りに配慮していますか」

　質問９　「職員は利用者の方のプライバシーに配慮し
て、知り得た情報をもらさないように努めていると思いま
すか。」

　「満足、やや満足」を合わせると、９３.６％の満足度とな
る。

何事も事前の確認や承認を得てから決定したり、実施し
て欲しい。

コロナ禍が続いて何処へも出かけられない今、唯一、安
心して行ける所が、あかしあ学園です。あかしあの仲間
達、先生方には、本当に感謝の一言です。子供の年齢
が上がってきて、次の居場所を考えなければならない時
期ですが、安心できる場所があるのか、複雑な思いで
す。もうしばらくの間、あかしあ学園で楽しく過ごせたらい
いなと思っています。

自由回答欄では、
コロナ禍において、
感染者並びにクラ
スターを発生させず
に事業継続をして
いる事への評価を
頂けている反面、
感染対策等に伴う、
当園での対応に関
して、丁寧な説明を
行いながら進めて
欲しいとの意見も頂
戴しており、丁寧な
説明のもと、納得と
同意を得ながら事
業運営していく事
が、信頼関係を構

　

　全体的な満足度は９０％以上で高く評価されている。
　新型コロナウイルス感染症の感染対策の為、各種行事
等へのご家族の参加は、ご配慮頂いており、来園し支援
現場を見て頂ける機会は持てなかったが、日々の連絡
ノートや活動報告等を通して、支援現場の状況が伝えら
れるように工夫している。
　その一方で一部不満を抱いている方もおられるので、
開かれた事業所運営とサービス提供を心掛け、公正・公
平なサービス提供が行えるように取り組んで行く。

　（意見・要望）

連絡ノートもちゃんと書いてくれて、その日の様子がわか
り、とても嬉しいです。本人とのコミュニケーションも、そ
れによって取りやすくなっています。いつもありがとうござ
います。

　新型コロナウイルス感染症の感染対策として、各種行
事や活動に関しては、内容を調整しながら実施してい
る。行事等への家族参加は、ご配慮を頂いている為、ご
家族が来園し、日々の支援の様子を見て頂く機会は持
てなかった。

　「満足、やや満足」を合わせると、８７．２％の満足度と
なる。
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様式3-1

▽ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

コロナ禍が２年以上続き、世界中がパンデミックの閉塞
感の中で、多くを学ぶ日々でした。息子は基礎疾患のあ
るダウン症ですので、万一コロナになったら重症化しや
すいと言われておりますので、長期に学園を休園させて
しまいました。時々、折を見て担任の職員から、私や本
人とお電話でお話して、状況確認しておりました。また、
家庭訪問もされて、家庭での過ごし方を見て頂き嬉しく思
いました。全体的に職員の皆様は、とても良く勤めておら
れると思います。コロナ感染については、衛生面にとても
気を付けて下さったお陰で、利用者の皆様も、感染する
事なく過ごせた事は、とても素晴らしい事と思います。

0

0 0

800

0 0

3,375 81

0

0

3,375

0

144

▲ 5,485

95,866

指定管理業務支出

0

生産活動・就労
生産事業収入

3,294

▲ 5,404

0

91,670

年度当初、生活介
護で１名が利用開
始し、
年度途中で生活介
護で１名と就労継
続支援B型で２名の
利用者が、退所し
ている。なお、新型
コロナウイルス感染
症の影響で昨年度
に引き続き、利用率
は例年に比べ低め
であったが、重度障
害者支援加算を２
名新規取得し、送
迎重度加算を維持
できた事から、概ね
計画通りの結果と
なった。

指定管理費

自主事業支出

利用料金

707

81

生産活動・就労
生産事業支出

3,294

支出

給付費 95,722

100,449

その他 93

0

237

差（決算-計画）R３決算

各種サービスの活用に関しては、相談支援事業所の相
談員と連携しつつ、心配事が解消されるように、迅速に
仲介している。

　

（千円）

新型コロナウイルス感染症の感染対策に伴い、長期間
通園を自粛している利用者に対して、定期的に電話にて
状況確認を行い、希望に合わせ、例外的支援の提供
や、家庭訪問を行い、スムーズに再通園に繋がるように
支援をしている。

96,666

　(対応)

収支

99,723

95,045

指定管理業務収入 96,429

収入

・計画を上回る収
益となっており、
安定的な運営が
図られている。
・収益を活用し、
更なる支援の質
の向上に努めて
いただきたい。

R３計画

318

項目

100,041

97,155

自主事業収入 0

築する上で重要で
あると、改めて実感
している。
　また、親子共々、
加齢に伴う今後の
生活への不安につ
いても、多く散見さ
れ、コロナ禍である
が為に、今後への
準備等がスムーズ
に進めていけない
事への不安や焦り
があるのだと感じら
れる結果であった。
当園は、今後も生
活の基盤として事
業継続をさせなが
ら、各種相談を受け
付け、相談機関と
協力しながら、生活
の変化に対応して
いく事が、求められ
ている。

　新型コロナウイルス感染症の感染対策として、定期的
な検温並びに手指消毒、マスクの励行、３密対策をした
上での活動、送迎車の増便等、感染対策に取り組んで
いる。
　市内の感染状況に合わせ、活動内容や、参加人数を
調整し、活動が実施していけるように創意工夫をしてい
る。

あかしあ学園の職員の皆様には、いつも大変お世話に
なり感謝しております。特に手のかかる子ですが、今後と
も宜しくお願い致します。少しづつ行事も出来て、スポー
ツレクも少人数で行ってもらい、身体を動かす機会も増
え、良かったと思っております。どうしても運動不足になり
ます。身体を動かす事が少しでも増えると嬉しいです。
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様式3-1

▽

▽

▽

Ⅲ　総合評価

▼ ▼

▼ ▼

説明

安定経営能力の維持

4,996 5,722

▲ 726 4,996

　利用者のニーズやストレングスに沿った個別支援
計画を作成し、エンパワメントの視点にたったサー
ビスの提供に努める。
　作業を活動の中心に置くが、利用者の日々の楽
しみとして作業以外の健康活動や創作活動、外出
活動等の日中活動の充実を図る。
　新型コロナウイルス感染症の感染予防に留意し
つつ、社会状況に合わせながら、活動の機会を保
障しつつ、利用者本位の充実した活動内容が展開
できるように、創意工夫し、ボランティア等の受け入
れについても、随時検討していく。

＜確認項目＞　※評価項目ではありません。

・安定した運営を
保持している。

収入-支出

個人情報保護条例、情報公開条例、行政手続条例、オンブズマン
条例及び暴力団の排除の推進に関する条例への対応

　利用者の虐待防止と権利擁護の遵守に際し、障
害者虐待防止法、障害者差別解消法、権利擁護に
関する研修を定期的に行う。外部の研修にも積極
的に参加して、伝達講習等において職員全員の意
識醸成に努める。法人の職員倫理綱領や平等利
用確保の取り組みチェックの確認、読み合わせを
定例で行って、利用者の権利擁護に努める。
　虐待防止に向けた取り組みとして「虐待や不適切
な支援をなくすための小テスト」を実施し、各職員の
虐待防止意識の浸透度を確認する。

　個別面談等でアセスメントを行い、障がい状況
やニーズを把握して、利用者個々のストレングス
を大切にした支援計画を作成､それに基づき一人
ひとりの計画、目標に合わせて自己実現が達成
できるように努めた。作業以外の健康活動や創
作活動、外出活動等の日中活動については、新
型コロナウイルス感染症の感染拡大予防に努
め、新しい生活様式に合わせた活動内容へと改
善し、充実を図った。
　また、各種活動や行事におけるボランティアの
受け入れについては、新型コロナウイルス感染
症の感染拡大予防の為、受け入れを自粛する事
とした。

　利用者の虐待防止と権利擁護の遵守に努め、
障害者虐待防止法、障害者差別解消法、権利擁
護について内部研修を実施し、外部研修にも積
極的に参加して職員の意識向上に努めた。法人
の職員倫理綱領の読み合わせを定例で行い、平
等利用確保の取り組みチェック（ア．利用者さん
を「さん」付けで呼ぶ､イ．利用者さんの良い所を
見つける）並びに、虐待防止の重点目標として
「あいさつコミュニケーションでチームワークを円
滑にしましょう」を毎夕の引き継ぎで行った。
　また、「虐待や不適切な支援をなくすための小
テスト」を実施し、職員の日頃の支援について、
管理者が確認、助言等を行って適切な支援の構
築に努めた。

　当法人は道内に入所施設（児童・成人）４箇所、地域生活支援セン
ター５箇所、通所施設６箇所（あかしあ学園含む）他共同生活援助事
業、居宅介護事業、相談支援事業等、多くの事業所を持ち、安定した
運営を維持した。

不適

来年度以降の重点取組事項

0

▲ 726

利益還元

法人税等

適 不適

 　各条例、規定に則り全て適切に対応した。

項目等は表のとおりであり、概ね計画通りの結果となった。

5,722

総合評価

適

・各条例を順守
し、適正に対応し
ている。

0

【指定管理者の自己評価】

純利益

　令和４年度も、あらためて札幌市障がい者保健福祉の
計画目標を念頭に、あかしあ学園の設置目的である「社
会生活・職場生活などそれぞれの生活の場で社会的に
自立できるように援助すること」の実現に向け利用者の
日常生活と社会生活能力、働く意欲と技能、自立能力
の育成と向上に努める。

　平成３０年度より札幌市あかしあ学園は指定管理３期
目の指定管理者となり、今年度においても、透明性の高
い管理、運営に努め､昨年度からの重点取り組み事項を
優先して運営に当たった。
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様式3-1

▼ ▼

▼ ▼

▼ ▼

▼ ▼

　

　

　

　グループホームから通所している利用者も多
く、グループホームを運営する各種事業所と連携
を図ることで、利用者の生活状況の把握に努め、
昼夜一環しての支援に努めた。
　また、当法人が運営するさっぽろ地域生活支援
センターと連携し、サービス等利用計画の作成や
グループホームの体験利用等の相談にも対応し
た。

　職員研修体制の充実については、年間研修計
画を作成し、ZOOM及びYouTube等のリモート研
修にも対応し、法人内の階層別研修のほか、札
幌市、知的障がい福祉協会、社会福祉協議会等
が開催する外部研修等に積極的に参加した。

　作業以外の活動として生活介護事業利用者には
農園活動や創作活動、共通の軽運動活動、外出活
動を提供して、利用者のニーズに合わせた内容を
検討し、より利用者が楽しめるものとなるよう努め
る。

　あかしあ学園利用者のうち、当法人が運営する
さっぽろ地域生活支援センターでのサービス利用
希望（グループホーム体験利用、計画相談、居宅
介護等）を始め、他の法人が運営するサービスの
利用希望についても、各種関係機関と連携し､利用
者・ご家族のニーズ充足に努める。

　自主事業においても、工芸製品全体の売上げ
を分析しての販売製品の価格の見直しや新製品
の開発を行っている。
　昨年度に引き続きコロナ禍による販売会等の自
粛により販売の機会が減少していた為、新たに、
ネット販売の開始や、委託販売先を増やす等、販
路拡大に努めた。なお、正確な製品管理維持に
心がけ、受託業者から信頼の向上を図った。

　利用者の安定した作業の確保と工賃向上につ
いては､工賃向上計画に沿って様々な取り組みを
行った。昨年度に引き続き、コロナ禍に伴う経済
活動の停滞により、主力の紙器加工は、低迷し
たが、封入、シール貼り、DM等の作業種を積極
的に受注し、新たに公園清掃を札幌市より受託し
た。元気ジョブからの作業斡旋も活用しながら、
作業工賃が維持できるように取り組んだ。その結
果、受託作業収入は安定している。

　利用者の作業の確保と工賃向上のため、新たな
取り引き先業者の開拓、作業の受託、自主事業の
売上げ向上に努める。就労継続支援Ｂ型事業にお
いては受託作業の収入向上を図り､平均工賃アップ
を目指す。
　全体の作業効率を上げながら、利用者の適正や
ニーズに添った作業内容の提供や支援に努めると
共に、正確な製品管理維持に心がけ、受託業者か
ら信頼の向上を図る。

安定した利用者数を維持しており、地域との連携や人材育成
などの適正な事業を実施している。また、利用者や保護者との
信頼関係の構築ができており、利用者アンケートの高評価を
維持していることは要求水準を大きく上回っており特に高く評
価できる。

引き続き、利用者処遇の向上に努めてもらいたい。

【所管局の評価】

　

　職員の専門性や資質向上に向けて、事業所内で
の定例の研修会を実施する。法人内での階層別研
修、札幌市や知的障がい福祉協会、社会福祉協議
会等が開催する外部研修にも積極的に参加し、
個々の研鑽に努めるとともに、伝達講習の実施等
により施設全体としてのスキルアップを図る。

総合評価 改善指導・指示事項

　指定管理通算１２年目となり、札幌市からの支援をい
ただく中で学園全体が一丸となり、より適切な運営に心
がけ、利用者、家族、地域住民等に質の高いサービス
の提供ができるように努めた。
　新型コロナウイルス感染症の感染予防に留意し、継続
的に事業運営ができる様に、事業所及び家族、利用
者、関係機関等、一丸となり取り組みを行った。
　満足度調査の結果では接遇面についての満足度も昨
年度の９１．７％から９３．６％となり、さらに総合満足度
についても昨年度の９３．７％から９５．８％と上昇してい
る。
　コロナ禍における、難しい事業所運営の中、リスクマネ
ジメントに取り組みながら、事業継続を図っている事が、
評価されているのだと考えられる。
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